
  康 著 
F 豚の飼育に関する 研究 

土 田 畠 文 *  堀 浪 衛ネ 栗 山 茂 衛 * 

養豚の多 頭 飼育経営において ， とくに新潟県 

のような積雪寒冷地にあ っては豚舎構造や 飼育 試 験 方 法 

環境などの改良もきわめて 重要であ るが， これ 1. 調査期間 

らに加えて最近では ，生前診断が 困難か，また 昭和 44 年 10 月～ 45 年 5 月の 8 カ月間で 

は病原の不明な 慢性疾患が蔓 延 し ，経営上大き あ る。 

な 阻害要因となっている 0 そこで， SPF 豚の 2.  調至云舟永 

集団変換計画によりこれらの 問題を解決し ，実 調査対象 豚は表 ] に示した 2 腹 であ り， A 群 

用 化の目 J 能   壮を検討している。 は 11 頭を 3 区に分け， B 群は 6 頭を 2 区に分 

44 年 一 45 年は Primary SPF 豚の飼育管 けて管理した。 

理工の問題   点は ついて調査した。 3. 飼料および給与 鰍 

表 @  調 査 豚 

区     群     群 

  口口 種 ランドレース ランドレース 

サクセス ト一ケル ホシノ 1-I 血 統 （ 父母 カーリンダル 225 ルージー ワインドメアーヤナギ デアナアリス ハラ 24 コニークロフト ジュー パ ダル 
生 年 月 日 44.  10 ． 7 44. Ⅰ 0 ． Ⅰ 6 

頭 数 11  頭 6 頭 

表 2 飼 料 給 与 計 画 

飼料客   体重   日 数   1 日給与 量     飼料客   体重   日 数   i 日給与 量 

コロフード 7w9 以下 25 日Ⅰ 立 kg  サンミート 55- 60kg 9 日 1.5kg 

人工 乳 A 7 一 8 10 0 ． 3   G0- 65   1.6 

人工 乳 B 8- 9   0 ． 4   65 一 70   I.7 

  9- 丁Ⅰ   0 ・ 5   70- 75   Ⅰ． 8 
  工 1- 丁 3   0 ． 6   75- 80   Ⅰ． 9 
  13-16   0 ． 7   80- 85   2.0 

  16 一 20 10 0 ． 8   85- g0 10 2.0 

サンエース 20-25   0 ． 9  種 豚 用 90- 二 20 2. 1 
  25-30   0 ・ 9   Ⅰ 20- Ⅰ 30 2.2 

  30-35   I.0   Ⅰ SO- 2.2 

  35-40   I. I   妊 娠 増加 
  40-45   1.2   空 船 適宜 
  45-50 10 1.3 

サンミート 50-55   1.4 

* 新潟県 種豚 改良センター 
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給与飼料はアミノ 飼料株式会社の SPF 豚 飼 

料を 1 日 2 回の制限給餌とし ， 給与量は表 2 を 

目安として与えた。 

4. 飼養管理 

調査 豚 A 群は子宮切断による 摘出後 37 日， 

B 群は 28 日目に SPF 動物運搬車により 農林 

客家畜衛生試験場から 当 センタ一の SPF 豚舎 

へ搬入し飼育を 開始した。 

導入時生センタ 一では 300 頭あ まりの Con- 

ventionaI 豚を飼養し， しかも人員・ 施設。 環 

境など限られた 条件で SPF を維持するため 特 

定飼育員による 管理を実施した。 すなわち， 

SPF 豚舎内の 2 豚 房を使って環境変化 @C 伴う 

ストレスを防ぐため 周囲を木製パネルによる 囲 

いと保温箱 を使用し， 1 週目から周囲のパネル 

を一部取りはずして 自然と環境に 順応させた後 

表 3 発 育 

3.f6X2.7m の 豚 房に 4 頭， 3 頭に分けて飼育し 

ナ， し O 

1) 敷料と給水 

敷料はオガクズを 使用し，給水はウォーター 

かノブ 自由給水とした。 

2)  添加 剤 

添加 剤 には下記のものを 使用した。   
リンカル 給与 量 0 1.2 % 添加 

ピッバエード ガ 0 ． 2 % 添加 

アルファルファ 50 ～ 809 添加 

調 査 成 績 

l. 発育成績 

発育成績は表 3 および 図 ] に示したとおりで 

あ る。 Primary SPF 豚の飼育管理が 未知のた 

め表 2 の給与量を目安として 与えたが， 12 月 中 

成 績 

  

20ka 時 50kg 時 90ka 時 20k9-50kg 20k9 一 90kg 

区項、 ⅠⅩ 1 日平均 所 要 1 日平均 所 要 1 日平均 

分 目合口今日食 ( 日 ) ( 日 )   
  6 Ⅰ 56.3 714 117.3 598 

    76.3 81.0   137.3 142   193.6 204.5   61   491 491   62.5   640   Ⅰ 23.5   566 
平均   78.7   139.7   199.1   61   491   59.4   677   120.4   582 

kg 
生 90 - 
体 
重 80 @  日東 

  
低 

60- 気 丸目 J Ⅱ エ 

50 -  25 

40 -  20 

30 -@ 15 

20@ -@ 10 

10 -@ 5 

0 一 0 

図 ] 発 育 曲 線 と 気 温 
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表 4 飼 料 要 求率 

  20k9-50kg 50k ㌣ g0kg 20k ㌣ g0kg 

A 100.7kg 3. 315 148.7k ワ 3.69 249.4ka 3.56 

    
平   3.24   154.3   3.84   251.7   3.59 

表 5 層 体 成 績 

月ヒ 目 肪 ( 温 ) 

cm   
12@ 44.@ 10.@ 7@ @@ 97.0@ 69.9@ 72.0@ 210@ 3.25@ 3.4@ 1.7@ 2.1@ 2.3 

15@ 44.@ 10.@ 16@ //@ 96.0@ 71.0@ 73.9@ 201@ 3.42@ 3.0@ 1.3@ 2.4@ 2.2 

19       90.0@ 66.5@ 73.8@ 201@ 3.56@ 3,5@ 1.5@ 1.7@ 2.2 

表 6  飼料， リ ンか し ，アルファルフ 乃 表 7  トキソプラズマの 血清反応 (HA 反応 ) 

オガクズ中の 細菌数 * 

料 

料 検 実 材 

I2   
飼   3.0X Ⅰ 03 

  
15   

リ ン カ ル     
  

ヱ 9   
  3.6X103 

  
アノ レファノレファ 

オ ガ ク ズ 6.7X103 3.6X10 ， 

り g 中 
表 8  培養検査成績 

何 より降雪などの 異常低温のため ，発育が停滞 
蔚 "   "   15   19 

したので生体重の 4.5% を給与したところ 発育 脳       
@ 已 ¥       

は 良好となった。 しかし，個体により 軟弱とな 
肺 真菌     

り骨軟 症状を呈し 肢 蹄の弱いものが 目立ったの 肝       

で 添加剤を与え ，給与量も減量して 育成 豚 とし 脾       

ての管理に留意した。 調査期間中は 冬期間であ 腎       
十二指腸 E.co 「 i 3     

り 異常低温で発育が 遅れ ， 特に 20 一 40kg の 

間 が停滞し，表日本の SPF 豚の発育 @C 比較し 空 腸 
  E.co ん E.co ん 

3.9X Ⅰ 0 ， 2.IX Ⅰ 0-5 
E.c07i E.co 九 

て 所要日数も長く 発育が遅れる 傾向がみられ 回 腸 E ぷ 0 1.9X106 万 2.3X106 6.1X104 
ナ - @  ヱ 1 0 E.c0 ん 且ぷ 0 ん 

大 腸 E ㏄ ち z3X10 。 18 Ⅹ 108 5.3X10 。 
2. 飼料要求率 

飼料要求率は 表 4 に示したとおりであ るが， 表 9  その他の疾病検定成績 

飼料所要量が 多く要求率が 高くなった要因は ， 
15 

一一一一一一 検査項目 豚 番号 一一一一   12     
19 

急激な低温のため 発育が停滞したので 飼料・を 増 
MycopIasma  の検索 一     

量 した結果と思われる。 なお， 45 年 5 月中旬       
以降は順調な 発育を示し， 両群 とも 7 月上旬 よ AR ヵレ の血清反応 iocolt の検索       
り 8 月上旬までに 交配を完了し ， nl 月中には 

全頭分娩の予定であ る。 

(50) 一 94  一 

日本SPF豚研究会Web SPF Swine, 1(2), 92-95  (1970)



  

3. 屠体 成績 

SPF 豚の微生物。 病理組織検査のため ， 雄 

3 頭を屠殺した 成績は表 5 のとおりであ り， 枝 

肉はいずれも 上物 @C 格付けされた。 

検 定 成 績 

1. 飼料などの微生物検定成績 

仝国使用した 飼料， リンカル，アルファルフ 

ァ，敷料としてのオガクズ 中の大腸菌数および 

総菌数を算定したところ ，表 8 のとおりであ っ 

たⅠ O 

2. 疾病検定成績 

雄 3 頭 ( 豚 番号 12, 15 および 19) の微生物 

および血清学的検定成績は 表 7, 8, 9 のとおり 

であ る。 

一方，病理組織学的検査は 下記のとおりであ 

る 。 

呼吸器系 :No.15 の気管支周囲性巣 状 肺炎， 

No.19 のウ ソ 血性肺水腫， 鼻甲 介の通巻き 状 ・ 

鼻中隔とも変状は 認めない a 

Ⅹ 

区
 

泌尿器系 : No.15, No.19 の腎の混濁腫脹 

消化器系 : 好 酸性腸炎，水腫 

以上の疾病検定成績から ，今回の性 試豚は つ 

いては一応 SPF 状態が維持されたとみてよい 

であ ろう。 

要 約 

2 腹 の Primary SPF 豚を主に冬期間飼育 

し， 次の成績を得た。 

1. 20-g0ka までの発育および 飼料要求率は 

表日本のそれと 比較して，所要日数では 120 日 

と多く要し， 1 日平均増体重は 5829 であ り， 

要求率も 3.59 と発育の遅れがみられた。 

2. 雄 3 頭の微生物および 病理組織検定から 

特定病原の検出は 認められず， SPF の状態は 

維持された。 
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